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波のエネルギーと振幅・振動数・周期の関係 
波が横波の場合，媒質の個々の分子は波の進行方向に垂直に単振動運動をする。 

質量mの分子からなる集団が振幅 A，角振動数w の単振動運動をすることで波が生じ， 

その波の力学的エネルギー，つまり媒質の運動の力学的エネルギーが保存されるとき， 

その集団を構成する任意の 1 個の分子の単振動の振動中心からの変位を xとすると， 

その分子の単振動の力学的エネルギーが保存され， =+ 22
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そこで，振動中心の速さをV とし， 

振動端点と振動中心について力学的エネルギー保存則を適用すると， 
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よって，個々の分子は， 2
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1 kA または 2

2
1 mV で表される力学的エネルギーをもつ。 

ここで，振動中心の速さ wAV = を代入すると， 
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1 wmA と変形できる。 

さらに，これに， fpw 2= または
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= を代入すれば， 

媒質を構成する個々の分子がもつ力学的エネルギーは， 
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と表せる。 

波の力学的エネルギーは，媒質を構成する個々の分子の力学的エネルギーの和だから， 

 波の力学的エネルギーは， ( )2振動数振幅´ または
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に比例する。 

 


